
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営の在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営の実際（例） 

学級は、生徒にとって学習や学校生活の基盤となるものである。そして、 

学級経営は、学級担任が学級の実態を正しく把握し、生徒の人間関係を深め

ながら、より健全な学級集団を育てていく日常的な営みである。その活動と

しては、生徒のまとまりをつくりあげる活動や学級で行われる教科・領域等

の活動、教室の環境を整える活動、学級事務に関わる活動等が挙げられる。      

学級担任の教師の営みは重要である。学級担任の教師は、学校・学年経営

を踏まえて、調和のとれた学級経営の目標を設定し、指導の方向及び内容を

学級経営案として整えるなど、学級経営の全体的な構想を立てるようにする

必要がある。 

 

学級経営を行う上で最も重要なことは学級の生徒一人一人の実態を把握す

ること、すなわち確かな生徒理解である。学級担任の教師の、日ごろのきめ

細かい観察を基本に、面接等適切な方法を用いて、一人一人の生徒を客観的

かつ総合的に認識することが生徒理解の第一歩である。日ごろから、生徒の

気持ちを理解しようとする学級担任の教師の姿勢は、生徒との信頼関係を築

く上で極めて重要であり、愛情をもって接していくことが大切である。 

また、学級を一人一人の生徒にとって存在感を実感できる場としてつくり

あげることが大切である。すなわち、生徒の規範意識を育成するため、必要

な場面では、学級担任の教師が毅然とした対応を行いつつ、相手の身になっ

て考え、相手のよさを見付けようと努める学級、互いに協力し合い、自分の

力を学級全体のために役立てようとする学級、言い換えれば、生徒相互の好

ましい人間関係を育てていく上で、学級の風土を支持的な風土につくり変え

ていくことが大切である。 

さらに、集団の一員として、一人一人の生徒が安心して自分の力を発揮で

きるよう、日ごろから、生徒に自己存在感を与え、自己決定する場を設け、そ

の時その場で何が正しいかを判断し、自ら責任をもって行動できる能力を培

うことが大切である。 

なお、教師の意識しない言動や価値観が、生徒に感化を及ぼすこともあり、

この見えない部分での教師と生徒との人間関係にも十分配慮する必要があ

る。 

 

＜朝の会・朝学活＞ 

生徒の健康状態等の把握と学校生活を円滑に送るための連絡及び調整を行

う。 

○朝のあいさつを行う。 

○欠席、遅刻、早退の点検とその理由を確認する。連絡がないまま欠席して

いる生徒については、家庭連絡を行い、欠席の理由を確認する。 

○生徒の健康状態等の把握と指導を行う。 

○係や班活動の報告及び伝達等、学級での生活に関わる指導を行う。 

○１日の予定等の連絡と、学校、各教科、各分掌からの連絡事項の伝達を行

う。 

８ 学級・ホームルーム経営 

(2) 学級経営の在り方と実際～中学校～ 

 
 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 



  ＜休み時間＞ 

休み時間には、授業中では見られない生徒の姿が見られる。生徒一人一人

をよりよく理解するためにも、生徒と打ち解けた時間を過ごしたい。 

また、安全確保と事故防止について留意し、日頃から指導する必要がある。 

 

＜給食・昼食の時間＞ 

給食・昼食の時間に行われる指導は「給食指導」と「食に関する指導」に分

けることができる。「給食指導」は、給食の準備から片付けまでの一連の指

導の中で、正しい手洗い、配膳方法、食器の並べ方、箸の使い方、食事のマ

ナー等を体得させる時間である。また、「食に関する指導」は、学校給食の

献立を通じて、食品の産地や栄養的な特徴を 学習させたり、教科等で取り上

げられた食品や学習内容を確認したりするなど、献立を教材として用いた指

導を行う時間である。 

―給食・昼食の前に―  ○手洗い・うがいの徹底   ○配膳中の指示 

―当番の活動― ○身支度と手洗い  ○食器等の運搬 ○配膳 

―食 事 中―  ○食事中のマナー 

―後 片 付 け―  ○片付け等の指示 

 
＜清掃の時間＞ 

清掃の時間は、生徒が協力しながら、力を合わせて働いたり、学級や学校

の生活の向上に貢献したりする喜びを実感する時間である。 

○役割分担等を適切に行い、協力して清掃ができるように事前に十分な指導

を行う。 

 
＜終わりの会・終学活＞ 

今日１日の学習や生活等全般について振り返り、翌日の指示や連絡を行う。 

○学習の様子や、係・班活動の様子について話し合う。 

○各教科の課題や準備物、提出物について指示し、翌日の予定等の連絡をす

る。 

〇帰りのあいさつを行う。 
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